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in a Lignin-Carbohydrate Complex from
























木 材研究 ･資料 第25号 (1989)
てほ,3,4-ジメ トキシベンジルダルクロネ-トが







NMR Analysis of Lignin,Wood Research,
No.75,13-20(1988)





らかにした｡ また,アセチル化 リグニン (MWLa)
とジアゾメタン-メチル化後アセチル化 した リグニ













アカマツ材 ミル ドウッドリグニン (MWL)アセ
テートを2,3-ジクPP-5,6-ジシアノ-1,4-ベンゾキ
ノン (DDq)で酸化した｡DDq 酸化した MWL







































































T. UMEZAWA: Machanisms for chemical
reactionsinvolvedinligninbiodegradation










































































(tert-butyl) guaiacol,a phenolic lignin












T.UMEZAWA and T.HIGUCHI:Analysis of
lignin degradation inter-ediatesby thin-

































































T. HIGUCHI: Degradation Mechanism of




棚橋光彦, ミルク･カリーナ, 玉淵敬子, 樋口隆



































化度 (CrI)が51%から67%に, ミセル幅が 25A
から 52A に,そして ミクロフィブリル幅が 32A
から 50Å に増加した｡一方,セルロースミクロフ
ィブリルの長さは約 2,000Å に減少 した｡処理に
よってセルロースの結晶形が明らかに変化 した.
CP/MÅs13C-NMRによる木材セルロースの結晶



































































































































































川井秀一 :合板 ･ボー ド類,木材工業,43,543
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SASAKI: Particleboard from Acetylated
AlbiZ:ZiaParticlesII- Creepunderhumi-
































木材研究 ･資料 第25号 (1989)
試験後のボードの曲げヤング係数および破壊係数の
残存率は,WPG の増加とともに大きな値 を示 し
































EffectofAcetylation on Decay Resistance
ofWoodagainstBrown-Rot,White-Rotand
































































































ToKORO:Detection ofTermite Attack in
woodUsingAcousticEmissions,Thelnler-



















































































































と IPBC との混合薬剤が,市販の TCP主剤品よ
りも防かび効力が優れていると判定 された｡IF-
1000と MergalHS-100との混合薬剤はダリオク
ラディウムや リブブスに対する効果が低く,防かび
剤としては不適であると判断された｡
氏.TsUNODA,T.YosHIMURAandK.NISHIMOTO:
EffectofAcceleratedAgeingontheTer-i-
ticidalPerfor-anceofOrganophosphates,
I.HeatExposure,Mat.u.Org.,23,289-300
(1988)
角田邦夫,吉村 剛,西本孝一 :有機リン系化合物
の防蟻性能に及ぼす劣化促進の影響. Ⅰ.加熱処理
4種の有機 リン系化合物の防蟻性能を,(礼)日本
木材保存規格第11号 (1)に従って試験したところ,
クロルデンに優ることが判明 した｡耐候操作をし
なければ, クロルピリホスやホキシムは,0.025-
0.05%の濃度で効果があり,規格にある耐候操作後
も良好な防犠牲が保持されていた｡
塗付処理した木片を 40oC下においたところ,時
間と共㌢こ防犠牲は低下し,特に,低濃度での処理の
場合にその傾向が顕著であった｡40oC での加熱処
理を12カ月間実施した後シロアリ食害に よる重量
減少率を3%未満に抑制するには,クロルピリホス
0.05-0.1%, ホキシム0.1-0.2%, テトラクロル
ビンホスとどリダフェンチオン0.5-1.0%,クロル
デン2.0%以上の処理濃度が要求された｡
- 101-
